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１．概要（Summary） 

電解質水溶液中の電極間に数Vの交流電圧を印加す

ることで、電極間を通したレーザー光が印加電場に比例

して偏向する現象をバルク水の異常ポッケルス効果と位

置付けメカニズムの解明を目指している。そのポッケルス

係数は大きな電極依存性を示しており、ITO電極では Pt

電極よりも 2 桁大きい信号を示している。我々はこの減少

の起源が電極-水界面に形成される電気二重層内(EDL)

のポッケルス効果であると考えている。そこで、EDL のポ

ッケルス効果でも同様の電極依存性があることを確かめる

のが本課題の目的である。EDLのポッケルス効果は透過

率変化スペクトルを元に計算するため、光を透過する Pt

薄膜電極が必要である。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

スパッタリング装置 

【実験方法】 

 微細加工プラットフォームのスパッタリング装置を用いて、

石英基盤上に Pt20nm、Cr 密着層 5nm の薄膜を成膜

した。作成した薄膜電極の透過率スペクトルを当研究室

の分光光度計を用いて測定した。また、この電極と水の界

面の電場変調透過率変化スペクトルを 128chロックインア

ンプを用いて測定した。 

 

３．結果と考察 （Results and Discussion） 

 Fig. 1 に作成した Pt 薄膜電極の透過率スペクトル

を示した。可視域では概ね透過率は 3~5%であった。

また、Fig. 2に電場変調透過率変化スペクトルを示し

た。赤線は EDL 内の屈折率変化を使って実験結果の

再現を試みたシミュレーション結果である。定性的な

評価ではあるが、従来測定されていた ITO 電極を用

いた場合に比べて非常に小さなポッケルス係数であ

ることがわかった。 

200 300 400 500 600 700 800
0

1

2

3

4

5

6

T
ra

n
sm

it
ta

n
c
e
 [

%
]

Wavelength [nm]

 

300 400 500 600 700 800

0.0

4.0x10-4

8.0x10-4

1.2x10-3

1.6x10-3

2.0x10-3

Δ
T
/
T

Wavelength [nm]

 Δ T/T (Experiment)

 Δ T/T (Simulation)

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

 (1) 雪田 俊平, 日本物理学会 2015年秋季大会, 2015

年 9月 18日. 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

Figure 1 Transmittance spectrum of the Pt 

electrodes. 

Figure 2 Electric-field modulated transmittance 

spectra by experiment and simulation. 


